
１１

大
綱
策
定
の
趣
旨

松
前
町
で
は
、
現
在
ま
で
に
３

次
に
わ
た
り
大
綱
を
策
定
し
、
事

務
事
業
・
組
織
機
構
の
見
直
し
、

行
政
の
情
報
化
の
推
進
、
経
費
の

節
減
・
合
理
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
地
方
財

政
は
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
る

と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
一

番
身
近
な
総
合
的
な
行
政
主
体
と

し
て
、
新
た
な
行
政
課
題
に
適
切

に
対
処
し
て
い
く
た
め
、
行
政
の

簡
素
化
・
効
率
化
に
加
え
、
行
政

レ
ベ
ル
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
役
場
の
組
織
や
仕
組
み
な
ど

を
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
行

政
改
革
で
す
。

２２

３
つ
の
目
標
と

基
本
理
念

３
つ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、

基
本
理
念
に
沿
っ
て
行
政
改
革
に

取
り
組
み
ま
す
。

３
つ
の
目
標

○

「
み
え
る
行
政
」

○

「
わ
か
る
行
政
」

○

「
ク
リ
ー
ン
な行

政
」

基
本
理
念

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

効
率
的
な
行
政
運
営
」

３３

取
組
事
項

３
つ
の
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、

分
野
別
に
次
の
９
項
目
に
整
理
し
、

そ
の
着
実
な
推
進
に
努
め
ま
す
。



事
務
事
業
の
見
直
し

事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
な

ど
を
推
進
し
、
事
業
の
効
率
的
・

効
果
的
で
公
正
な
執
行
に
努
め

る
と
と
も
に
、
民
間
活
力
の
積

極
的
な
導
入
に
努
め
ま
す
。

�
組
織
・
機
構
の
見
直
し

多
様
化
・
高
度
化
す
る
町
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
国
の
各
種
制
度
改
革

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
自
主

性
・
自
立
性
の
あ
る
施
策
展
開

が
可
能
な
組
織
・
機
構
の
確
立

に
努
め
ま
す
。

�
定
員
の
適
正
管
理
及
び
や
る

気
を
伸
ば
す
給
与
制
度
の
検

討徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
に
よ
り
、
適
正
な
定
員

管
理
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
適
正
な
給
与
水
準
を

維
持
し
な
が
ら
、
競
争
原
理
が

働
く
よ
う
な
給
与
制
度
の
運
用

に
努
め
ま
す
。

みみええるる行行政政！！
わわかかるる行行政政！！

ククリリーーンンなな行行政政！！

第第４４次次松松前前町町行行政政改改革革大大綱綱をを策策定定

松
前
町
で
は
、
町
民
の
方
々
を
委
員
と
す
る
松

前
町
行
政
改
革
懇
談
会
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
、

第
４
次
松
前
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
大
綱
を
も
と
に
平
成
１６
年
度
ま
で
を
推
進
期

間
と
し
て
、
行
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。
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